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団体名 金額(円) 補助種別 事業種別 協働相手 タ　イ　ト　ル

1
特定非営利活動法人
COMPAS

218,000
補助

（１／２）
パートナー
シップ

掛川市社会福祉協
議会
NPOママバトン

みんなで子育て「カラフ
ル・ブリッジフェアＩＮ掛
川」

2
特定非営利活動法人掛
川シニア交流研究会

150,000
補助

（１／２）
パートナー
シップ

倉真地区まちづく
り協議会

まちづくり防災キャンプ

3 中村砦城山保全会 500,000
補助

（10／10）
行政課題
解決

中地区高塚区
掛川市社会教育課

中村砦の避難道整備による
地域の安全、安心づくり事
業

4 協働遠州 500,000
補助

（10／10）
行政課題
解決 掛川市危機管理課

掛川市災害我がこと意識向
上プロジェクト

４団体 1,368,000

　　令和元年度 掛川市市民活動推進事業　採択団体一覧
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特 定 非 営 利 活 動 法 人   C  O  M  P  A  S 

 

特 定 非 営 利 活 動 法人   掛 川 市 シ ニア 交 流 研 究 会 

パートナーシップ事業 
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掛川市市民活動推進事業 

様式第 14 号                                                                      

事 業 実 績 書  

名     称 特定非営利活動法人 COMPAS 

事  業  名 みんなで子育て「カラフル・ブリッジフェアIN掛川」 

 

事 業 内 容 

（実施内容とスケジュー

ルを具体的に記載） 

 月 1回  子 育 て 相 談 会 （ 色 彩 心 理 を 活 用 、 掛 川 児 童 館 ）  

6月 ～ 8月  参 加 団 体 募 集  

7月 25日   選 考 会  

8月 8日   事 前 説 明 会  

9月 16日    カ ラ フ ル ・ ブ リ ッ ジ フ ェ ア ＆ シ ン ポ ジ ウ ム  

9月 26日   「 掛 川 の 子 育 て ネ ッ ト ワ ー ク づ く り 」サ ミ ッ ト  

 10月 ～ 2月  小 冊 子 作 成  

来 場 者 数  約 300人  

安 心 を テ ー マ に し た 子 育 て 応 援 フ ェ ア と 子 育 て に つ い て

基 調 講 演 と パ ネ ラ ー 5名 と 参 加 者 に よ る シ ン ポ ジ ウ ム  

 

事 業 成 果 

（事業計画に記載した課

題の解決・改善成果を確

認方法の観点から記載） 

 フェアでは、子育て応援している企業、団体が来場者に活

動紹介や体験会を実施。子ども達の発表（ピアノ演奏会）な

ど交流ができました。シンポジウムでは、子育ての基盤とな

る愛着形成について基調講演を通して学びを深め、その後、

パネラーと参加者による積極的な意見交換ができたことは大

変効果があったと感じました。 

 アンケート回収は69枚、目標200枚には届きませんでしたが

、満足度は目標70％達成することができました。 

 今回の活動報告と子育て応援コラムなど子育て世代に有益

な小冊子作成ができました。 

事 業 期 間   令和元年 6月22日 ～ 令和2年 3月5日 

 

協働の成果 

（事業計画に記載した協

働相手の役割の観点から

記載） 

（※パートナーシップ事業

・行政課題解決事業のみ） 

 子育て相談で、ワンストップサービスが月1回実施にあたり

、場の提供していただけた事。さらに相談の情報共有ができ

、子育て応援がより充実できた事。 

広報PRの幅が大きく広げる事ができた事。 

 今回の事業に賛同していただけそうな団体などの紹介。 

 フェア内容などの提案。 

 当日運営協力など大きな力になっていただきました。 

 

今後の展開 

（短期・中期のビジョン

、「協働」を見据えた観

点から記載） 

 

子育て応援のHP、小冊子、子育てネットワークの充実と整

備。 

 活動を賛同していただける行政、企業、団体、個人様のご

協力を募り、持続可能なシステムを構築していきたいです。 
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掛川市市民活動推進事業

様式第７号

（収入）

区分 決算額（円） 説明

補助金 218,000

参加費 200,000 企業 8社×25000円

協賛金 2,000 託児代500円×4人

自己資金 17,686

合計 437,686

（支出）

区分 決算額（円） 説明

報償費 60,000 講師30000円、パネラー10000円×3人

19,030 託児サポーター・ボランティア代、サミット講師他菓子折

旅費 10,000 5000円×2人　　講師、パネラー

文具消耗品費 8,880 看板、ラミネート、会場設営用品、

印刷製本費 63,743 チラシ7500枚カラー印刷費、イベント・シンポジウム資料

192,800 小冊子16Ｐカラー5000部　印刷費

食糧費 5,793 お茶菓子、飲み物

通信運搬費 4,640 切手代、（チラシ、小冊子郵送）

使用料及び貸借料 27,800 掛川生涯学習センター、ステージ設営

手数料 30,000 交通整理係（駐車場）

保険料 15,000 イベント保険

合計 437,686

（うち対象外経費）

収支決算書

団体名称：特定非営利活動法人  COMPAS
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掛川市市民活動推進事業 

様式第 14 号                                                                      

事 業 実 績 書  

名     称 特定非営利活動法人掛川シニア交流研究会 

事  業  名 まちづくり防災キャンプ 

事 業 内 容 

（実施内容とスケジュー

ルを具体的に記載） 

別 添 報 告 参 照  

 

事 業 成 果 

（事業計画に記載した課

題の解決・改善成果を確

認方法の観点から記載） 

成果 

1 実践的な訓練を通じて防災・減災に通じる規則や実情 

の確認、問題点の抽出・解決に資することができた。 

2 自主防災会の組織機能や備品資機材等の数量が適切 

かどうかについて、訓練を通して確認し、今後の方向性

について、資を得ることができた。 

3 訓練を企画することにより、各種の知見に接すること 

ができた。 

反省 

1 子供の行事と重なり、親子の参加者が少なかったのが 

残念であった。 

事 業 期 間 令和元年6月14日 ～ 令和元年12月18日 

協働の成果 

（事業計画に記載した協

働相手の役割の観点から

記載） 

（※パートナーシップ事業

・行政課題解決事業のみ） 

成果 

1 実践的な訓練を通じて、倉真地区の防災組織、備品等の

検証と共に、防災訓練の課題を確認できた。 

2 協働で企画運営し、協力・補い合うことにより、相互の

理解と実効性を高めることが出来た。 

3 初めての経験（宿泊を伴う避難所運営訓練）であり、運

営ﾉｳﾊｳの向上と地域の意識改革の一助となった。 

 

今後の展開 

（短期・中期のビジョン

、「協働」を見据えた観

点から記載） 

1 今回は、広域避難所運営本部のみを対象としたキャン

プ（訓練）だったが、次回は、地区避難所を含め、被害

対応、避難所運営等の総合訓練の実施し、総合的な検証

が必要と考える。 

2、広域避難所は、大家族的要素があり、女性、子供の 

参加が不可欠で、脇役から主役へと働きかける。 

3 将来的には、掛川市全体で防災キャンプが実施され、 

各種団体が有機的に結合できる様働きかけていく。 
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8月24日（土）

13：00～ 1　発災、本部設営 自主防災会による本部設営と避難所開設準備

班分け､ｱｸｼｮﾝｶｰﾄﾞによる作業確認、会場設営準備

15：00～ 2　避難所開設

3  開講式 ④避難所訓練開講式、進め方説明

　　＜　休憩　＞

4  実習

　A 居住空間づくり ダンボールによる間仕切り設営

  B 簡易トイレ組立 簡易トイレの作成とごみ処理

  C 電源切替え操作 停電時の発電機操作システム

18：00～ 5　夕食の準備炊出し 断水、停電状況での夕食準備

（日没18：24） （いろいろな食事法の指導）

浄水器の使い方実習

19：30～ 6　夕食 停電下での夕食体験

（灯の確保のいろいろ）

20：00～ 7　応急訓練等 トリアージ、応急処置等

　（点灯下） 避難所ゲーム

22:00 8　消灯　就寝

8月25日（日）

06:00 9　起床 ラジオ体操

07：15～ 10　朝食 朝食準備と朝食（非常用糧食）

08：00～ 11　グループワーク 避難所運営の在り方について

アンケート調査

10:30 12　解散 後片付け終了後解散

 １．実施計画概要と参加者表

①施設の安全度判定　②運営本部の立上げ
③避難者受入れ

                      時程と実施内容
事業の内容

日　時 プログラム プログラム詳細
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   １．実施計画概要と参加者表                                                
                               
                         
 
      まちづくり防災キャンプ（倉真地区）参加者内訳 
 

所属   区  男性  女性  児童  備考  今後の対策 
 
自主防 
 関係 

 １区   ３   １   １ 防災委員の参加要＋２ 
 ２区   ７   １   
 ３区   ５   ２   
 ４区   ４    
 ５区   ３    ２ 防災委員の参加要＋２ 
 ６区   ２   防災委員の参加要＋２ 
 ７区   ３    １ 防災委員の参加要＋２ 
   計  ２７名   ４名   ４名   ３５名 

 
協働 シニア研   ６   ４   

協議会   ２   協議会役員の参加要＋３ 
   計   ８名   ４名     １２名 

 
その他 地区   ２   組長の参加要＋４、 

学校   ２    
市職員   ３   危機管理課・生涯学習協働推進課 
教育委会      １   
学園      １   

    計   ７名   ２名     ９名 
 
  合計  ４２名  １０名   ４名   ５６名 

 
     ＊倉真地区以外からの視察者・来賓・講師計７名はこの集計に含んでいません。 
 
   備考 
     ① 学校行事と重なり、児童の参加が４名と少なかった。（目標１０名） 
        次年度の年間行事予定表に開催日を位置づけておく。 
         ② 地区からの女性の参加が４名と少なかった。（目標１０名） 
     ③ 地区の女性防災委員を各区１名程度選出する（区長会で協議要） 
     ④ 次年度は、障がい者、避難弱者の方の参加を増やす。 
     ⑤ ペットの収容を加える。 
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掛川市市民活動推進事業

様式第７号

団体名称：特定非営利活動法人掛川シニア交流研究会

（収入）

区分 決算額（円） 説明

市民活動推進事業費補助金 150,000

協力金 151,840 倉真地区まちづくり協議会より

自主財源 8,895 NPO法人掛川シニア交流研究会

合計 310,735

（支出）

区分 決算額（円） 説明

食糧費 83,812 缶詰(飯、汁、おかず等)、飲料水、ペットボトル

文具消耗品費 136,191 パーテーション(段ボール)、燃料、防災グッズ等

印刷製本費 32,302 計画周知、チラシ、アンケート、成果報告等

使用料及び貸借料 52,340 毛布レンタル等

保険料 5,588 キャンプ(傷害保険)

通信運搬費 502 書留

合計 310,735

（うち対象外経費） 2,190

収支決算書
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中 村 砦 城 山 保 全 会 

協  働  遠  州 

行政課題解決事業 
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令和元年度掛川市市民活動推進事業 

様式第 14 号                                                                      

事 業 報 告 書  

  団  体  名 協働遠州 

  事  業  名 掛川市災害我がこと意識向上プロジェクト 

 

  事 業 内 容 

（実施内容とスケジュー

ルを具体的に記載） 

被 災 地 で の 学 び  

8月 17日 （ 土 ）  

・ 宮 古 市 役 所 に て 復 興 状 況 と ま ち づ く り に つ い て  

・ 宮 古 工 業 高 校 に て 津 波 模 型 作 成 と 交 流  

・ 大 槌 町 木 枕 地 区 集 会 場 に て 、 高 台 移 転 の 経 緯 に つ

い て 学 ぶ  

8月 18日 （ 日 ）  

・ 陸 前 高 田 市 一 本 松 に て 掛 川 物 産 展  

・ 売 上 金 は 陸 前 高 田 市 に 全 額 寄 付  

8月 19日 （ 月 ）  

・ 陸 前 高 田 市 、 高 田 松 原 を 守 る 会 の 皆 さ ん と 除 草 作

業  

・ 大 船 渡 市 東 海 新 報 社 に て 、 記 者 か ら 見 た 震 災 講 話

・ 新 聞 記 事 か ら 資 料 提 供 し て も ら う  

・ 宮 城 県 気 仙 沼 港 視 察  

掛 川 で の 啓 発 活 動  

11月 2日 （ 土 ） 掛 川 工 業 高 校 葛 川 祭 に て パ ネ ル 展 示  

11月 3日 （ 日 ） 大 須 賀 交 流 祭 に て パ ネ ル 展 示  

11月 8日 （ 金 ） ア ン リ 保 育 園 に て 松 毬 工 作 、 つ な み て

ん で ん こ 自 作 紙 芝 居 披 露  

11月 6日 （ 水 ） 大 浜 中 1年 生 防 災 講 座 （ 体 育 館 ）  

11月 17日 （ 日 ） 大 東 市 民 フ ェ ス に て パ ネ ル 展 示  

11月 25日 （ 月 ） 大 浜 中 2年 生 防 災 講 座 （ 常 葉 大 生 ）  

12月 18日 （ 水 ） 葛 ヶ 丘 保 育 園 高 田 松 原 砂 に て 砂 絵  

12月 19日 （ 木 ） 横 須 賀 小 6年 生 防 災 講 座 （ 静 大 生 ）  

1月 16日 （ 木 ） 三 笠 幼 稚 園 砂 絵  

1月 18日 （ 土 ） 千 浜 地 区 津 波 避 難 訓 練  

1月 25日 （ 土 ） 市 民 活 動 発 表 （ シ オ ー ネ ）  

1月 27日 （ 月 ） 2月 10日 （ 月 ） 市 役 所 3階 パ ネ ル 展 示  

3月 7日 （ 土 ） 遠 野 市 小 時 田 氏 と 消 防 署 視 察 意 見 交 換  

＊ 3月 1日 （ 日 ） ～ 3月 8日 （ 日 ） 大 東 図 書 館 パ ネ ル 展

示 及 び 3月 8日 （ 日 ） シ ン ポ ジ ウ ム は 新 型 コ ロ ナ ウ イ

ル ス 感 染 症 対 策 に よ り 中 止  

詳 細 は 別 紙  
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  事 業 成 果 

（事業計画に記載した課

題の解決・改善成果を確

認方法の観点から記載） 

被災地に向かったのは横須賀高校生3人、大学生11人

と一般5人の19人だった。この活動も継続した活動と

なり、常葉大学の参加者は先輩からの引き継ぎで、

毎年安定した参加率である。今年は静岡大学の教育

学部生が参加し、震災を自分の目で見て、自分のこ

とばで子供たちに伝えられるように被災地で自ら学

んだ。被災地で学ぶことは、毎年少しずつ変化して

おり、今回は東海新報社の記者から見た東日本大震

災をテーマにお話をいただき、新聞記事もいただけ

た。参加者が新聞記事を選び、自分なりに報告出来

るように真剣に講話を聞いていた。 

掛川に帰ってきてからは、参加者が所属する団体や

学校での報告会や市内各所でのパネル展示、横須賀

小学校、大浜中学校での大学生による防災講座、千

浜地区住民による津波避難訓練を行った。また、小

さな子供たちにも震災を知ってもらい、家族でも共

有していただけるように、2保育園と1幼稚園で東北

と市内海岸沿いの松毬を使ったツリー作りや陸前高

田市の海岸の砂を使った砂絵を行った。 

事 業 期 間 令和 元年 5月 15日 ～ 令和 2年 3月 15日 

 

     協働の成果 

（事業計画に記載した協

働相手の役割の観点から

記載） 

 

（※パートナーシップ事業

・行政課題解決事業のみ

） 

掛川市の防災面での課題は、市民の防災意識が低い

ことや防災訓練のマンネリ化や参加者の固定化など

がある。協働遠州は若者を被災地に連れて行き、実

際に自分の目で見て、聞いたことを掛川市に持ち帰

り、多くの場所でパネル展示や講話を行った。パネ

ル展示や講話の設定などは掛川市危機管理課が中心

に調整をしてくれた。本来なら3.11の追悼の集いに

おいて、行政と市民がより防災について語り合う計

画だったが、パネル展示もイベントも開催できなか

った事はとても残念である。 

パネルやDVDを作成し、今後の防災研修会などにも積

極的に参加していくことになっているので、危機管

理課とは連携を密にしていきたい。 

 

   今後の展開 

（短期・中期のビジョン

、 

「協働」を見据えた観点

から記載） 

協働遠州が今年新たに作成した資料は、東海新報社

の震災当時の新聞記事である。なかなか手に入らな

い資料として、これまで集められた資料と共に今後

の防災研修会などで展示や講話を進めて行きたい。

さらに、これまで参加した市民にも声を掛けて、そ

れぞれが地元で防災・減災について中心的な存在に

なっていけるように、改めて協働遠州の組織を強化

していきたい。 
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令和元年度掛川市市民活動推進事業

様式第7号

団体名称：協働遠州

（収入）

区分 決算額（円） 説明

補助金 500,000 行政課題解決事業

参加費 190,000 10000×19人

自己資金 6,875 ふっこう支援掛川、WAKUWAKU西郷

合計 696,875

（支出）

区分 決算額（円） 説明

報償費 25,778 運転手謝礼

旅費 125,200 高速料金（掛川～鳴瀬奥松島）宿泊費

文具消耗品費 230,189 パネルフレーム、インク、松ぼっくり材料

食糧費 143,212 食事、仮設住宅の方との意見交換会

使用料・貸借料 147,120 風呂、レンタカー

通信運搬費 4,016 郵便代

手数料 21,360 茶娘衣装クリーニング

合計 696,875

（うち対象外経費） 162,319

収　　支　　決　　算　　書
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○この補助金に関するお問い合わせ、申し込み先は 

  

〒４３６－８６５０ 

 掛川市長谷一丁目１番地の１ 

 掛川市役所協働環境部 生涯学習協働推進課 協働推進室 協働推進係 

 TEL：０５３７－２１－１１２９ 

 FAX：０５３７－２１－１１６５ 

 E-mail：kyodo@city.kakegawa.shizuoka.jp  

 

 

 

 

 

市 HP 

「茶のみやきんじろう」 

©掛川市 

   掛川市まちづくり協働センター 検索 

まちづくり情報を発信中！ 


